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は
じ
め
に

　

稿
者
は
こ
れ
ま
で
北
朝
・
隋
の
墓
誌
に
つ
い
て
、
各
種
の
刻
法
が
無
秩
序
に

混
在
す
る
状
態
を
具
体
的
に
提
示
し（
１
）、

隋
碑
唐
碑
に
つ
い
て
も
各
一
例
同
様
の

事
例
を
提
示
し
て
き
た（
２
）。

ま
た
、
北
朝
墓
誌
に
お
い
て
は
、
混
在
す
る
刻
法
の

中
に
、
時
空
を
越
え
て
伝
播
す
る
自
律
的
刻
法
（
特
定
の
書
法
に
従
属
せ
ず
、
持

ち
前
の
刻
法
で
特
定
の
書
法
を
刻
出
す
る
刻
法
）
が
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
特

定
の
書
法
が
伝
播
す
る
よ
う
に
、
特
定
の
刻
法
も
ま
た
時
空
を
越
え
て
伝
播
す

る
現
象
を
具
体
的
に
提
示
し
た（
３
）。
書
法
に
あ
っ
て
は
書
流
あ
る
い
は
書
派
と
呼

ん
で
理
解
し
て
き
た
の
と
同
じ
現
象
が
、
鐫
刻
に
あ
っ
て
も
存
在
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
稿
者
は
原
稿
で
あ
る
筆
跡
に
従
属
し
な
い
自
律
的
刻
法
が
伝
播
す
る

現
象
、
す
な
わ
ち
刻
派
の
発
見
に
よ
っ
て
、
刻
法
は
つ
ね
に
書
法
に
従
属
的
で

欧
陽
通
「
泉
男
生
墓
誌
」
に
お
け
る
刻
法
の
混
在

─
筆
法
に
先
行
す
る
刻
法
（
刻
法
に
よ
る
新
表
現
）
の
可
能
性
─
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あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
原
理
的
に
は
、
書
法
に
先
行
し
て
新
た
な
書
法
を
偶

然
表
現
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
も
論
及
し
た（
４
）。

　

本
稿
は
、
隋
唐
の
名
家
に
よ
る
碑
誌
、
具
体
的
に
は
欧
陽
詢
の
子
欧
陽
通
の

手
書
「
泉
男
生
墓
誌
」
を
対
象
に
、
書
法
に
先
行
す
る
刻
法
（
に
よ
る
新
表
現
）

の
発
生
の
可
能
性
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
平
成
二
十
六
年
度
科

学
研
究
費
補
助
金
、
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
北
朝
末
隋
代
墓
誌
中
に
混
在
す
る
自

律
的
刻
法
の
楷
書
新
表
現
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」（
課
題
番
号26370141

）
の

研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

一
　
泉
男
生
墓
誌
に
混
在
す
る
諸
刻
法

　

欧
陽
通
（
？
～
天
授
六
年　

六九一）
の
書
は
、
今
日
で
は
道
因
法
師
碑
（
龍
朔

元
年　

六六三）
と
民
国
十
一
年
（
一九二二）
に
河
南
省
洛
陽
か
ら
出
土
し
た
泉
男
生
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墓
誌
（
調
露
元
年　

六七九）
が
伝
わ
る
の
み
で
あ
る
。
泉
男
生
墓
誌
の
出
土
に
つ

い
て
は
、『
洛
陽
出
土
石
刻
時
地
記
』
に

民
国
十
一
年
正
月
廿
五
日
、
洛
陽
城
東
北
廿
二
里
東
山
嶺
頭
村
南
凹
向
陽

処
有
三
個
土
塚
、
当
地
群
衆
称
為
三
女
塚
。
泉
男
生
墓
誌
出
土
於
中
間
塚

内
。
並
出
陶
器
不
精
。
墓
誌
出
土
後
、
曾
帰
陶
北
溟
、
陶
北
溟
欲
転
售
日

本
、
張
鳳
台
以
千
元
截
回
。
石
蔵
開
封
博
物
館（
５
）。

と
見
え
る
。
現
所
蔵
機
関
は
河
南
省
博
物
館
で
あ
る
。
欧
陽
輔
は
武
進
の
張
君

諟
斎
（
景
遜
）
か
ら
贈
ら
れ
た
該
誌
の
拓
に
つ
い
て
、

泉
男
生
墓
誌
銘　

欧
陽
通
書
。
王
徳
真
撰
。
四
十
六
行
。
行
四
十
七
字
。

有
蓋
。
篆
書
九
字
。
癸
亥
歳
（
一九二三）
開
封
出
土（
６
）。
不
欠
一
字
。
書
法
峭

勁
。
望
而
知
為
納
言
手
筆
、
比
道
因
碑
更
勝
一
籌
。
相
距
已
十
七
年
、
年

益
老
而
書
法
益
峻
、
火
候
益
純
青
矣
。
宋
人
紀
蘭
台
（
欧
陽
通
）
所
書
、

惟
徐
夫
人
碑
与
道
因
碑
。
今
徐
夫
人
碑
久
佚
。
伝
世
惟
道
因
一
石
、
且
完

好
不
甚
剝
落
。
何
子
貞
（
紹
基
）
先
生
、
極
推
崇
之
。
使
見
此
本
、
正
不

知
若
何
賛
揚
。（『
集
古
求
真
続
編
』
巻
一
）

と
記
し
て
い
る
。
同
誌
は
八
八
・
五
×
八
八
・
五
㎝
、
四
六
行
、
満
行
四
七
字
、

全
二
〇
八
五
字
（
銘
辞
中
、
一
格
内
に
双
行
に
入
れ
る
「
其
一
」
～
「
其
八
」
を
二

字
に
数
え
れ
ば
二
〇
九
三
字
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
全
二
〇
八
五
字
と
し
て
扱
う
）

か
ら
な
る
。
二
〇
〇
五
年
、
張
福
有
・
趙
振
華
ら
が
行
っ
た
同
墓
を
含
む
高
句

麗
泉
氏
墓
群
（
泉
男
生
と
、
そ
の
子
の
泉
献
城
、
曾
孫
の
泉
毖
、
及
び
弟
の
泉
男
産

の
四
墓
）
の
実
地
調
査
の
報
告
は
、
趙
振
華
『
洛
陽
古
代
銘
刻
文
献
研
究
』（
二

〇〇九、
陝
西
出
版
集
団　

三
秦
出
版
社
）
に
見
え
る
。

　

さ
て
、
泉
男
生
墓
誌
に
も
多
種
の
刻
法
が
無
秩
序
に
混
在
す
る
が
、
こ
れ
ま

で
こ
の
こ
と
に
論
及
し
た
も
の
を
見
な
い
。
そ
れ
は
該
誌
に
限
ら
ず
、
石
刻
は

書
か
れ
た
と
お
り
に
、
あ
る
い
は
原
稿
の
筆
跡
に
忠
実
に
刻
さ
れ
て
い
る
と
の

通
念
の
も
と
に
、
刻
手
の
介
在
自
体
を
看
過
し
、
石
刻
を
筆
跡
同
然
に
扱
う
書

法
観
に
立
脚
し
て
、
そ
の
書
法
を
論
じ
て
き
た
た
め
で
あ
る
。
稿
者
は
現
時
点

で
、
全
二
〇
八
五
字
中
の
大
半
に
つ
い
て
、
各
刻
法
を
お
お
む
ね
分
類
す
る
こ

と
は
で
き
た
が
、
な
お
正
確
を
期
し
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
全
字
の
刻
法
を

分
類
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
刻
法
混
在
の
大
概
は
後
に
掲

げ
る
各
図
の
と
お
り
明
白
で
あ
る
。

　

稿
者
が
一
部
を
除
い
て
分
類
し
た
主
な
刻
法
は
九
種
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に

も
、
九
種
内
の
一
種
に
属
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
ま
た
別
の
刻
法
で
あ
る
の
か

が
不
明
瞭
で
あ
る
も
の
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
ご
く
わ
ず
か
な
字
数
だ
け
を
刻
し

た
と
思
わ
れ
る
拙
劣
の
刻
調
も
複
雑
に
入
り
組
ん
で
い
る
。

　

九
種
の
分
担
域
（
現
時
点
で
の
観
察
結
果
に
よ
る
。
な
お
判
断
を
保
留
に
し
た

箇
所
も
あ
る
の
で
、
正
確
に
は
各
刻
法
域
に
は
多
少
の
増
減
が
あ
り
う
る
）
を
広
い

順
に
列
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
り
、
こ
の
順
に
各
部
分
を
列
挙
し
た
の
が
図

Ａ
の
1
～
９
で
あ
る
。

ア　

六
三
八
字　
　
［
図
Ａ
１
］
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［
図
Ａ
］

１　

ア

２　

ク

３　

イ
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４　

カ

５　

キ

６　

エ
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７　

ウ

８　

ケ

10　

他

９　

オ
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ク　

二
八
四
字　
　
［
図
Ａ
２
］

イ　

一
九
六
字　
　
［
図
Ａ
３
］

カ　

一
八
七
字　
　
［
図
Ａ
４
］

キ　

一
五
九
字　
　
［
図
Ａ
５
］

エ　
　

八
二
字　
　
［
図
Ａ
６
］

ウ　
　

七
〇
字　
　
［
図
Ａ
７
］

ケ　
　

五
二
字　
　
［
図
Ａ
８
］

オ　
　

二
三
字　
　
［
図
Ａ
９
］

　
　
　

以
上
、
一
七
二
〇
字
／
全
字
二
〇
八
五
字

　

図
Ａ
は
各
刻
法
ご
と
に
、
そ
の
特
色
を
発
揮
し
て
い
る
箇
所
を
二
列
（
二
二

字
）
分
摘
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
分
担
域
が
少
な
い
ケ
・
オ
は
一
列
（
一
一

字
）
に
留
め
た
。
ま
た
、
図
Ａ
10
は
、
ご
く
少
数
の
字
数
だ
け
を
刻
し
た
と
思

わ
れ
る
拙
劣
の
各
種
刻
法
の
中
か
ら
五
箇
所
各
二
字
を
摘
出
し
た
も
の
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
図
Ａ
の
１
～
９
と
は
別
手
で
あ
る
。
図
Ａ
の
各
図
を
一
瞥
し
た
だ
け

で
も
、
書
風
の
こ
の
混
在
状
況
が
、
欧
陽
通
書
風
の
多
様
性
で
は
説
明
で
き
な

い
こ
と
が
明
白
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
図
Ａ
の
各
図
が
示
す
ま
ち
ま
ち
の
書

風
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
刻
手
の
奏
刀
の
具
合
、
す
な
わ
ち
各
手
の
刻
法
が
介
在
し

た
結
果
に
他
な
ら
な
い
。

　

な
お
、
図
Ａ
の
ア
～
オ
の
九
者
は
、
稿
者
の
観
察
で
は
、
そ
の
特
徴
か
ら
お

お
む
ね
次
の
三
類
に
分
け
う
る
。

Ⅰ
類　

ア　

イ　

ウ　

エ　

オ　
　
　

計
一
〇
三
八
字

Ⅱ
類　

カ　

キ　
　
　
　
　
　
　
　
　

計　

三
四
六
字

Ⅲ
類　

ク　

ケ　
　
　
　
　
　
　
　
　

計　

三
三
六
字

ま
た
、
こ
の
三
類
順
に
九
種
の
刻
法
を
配
し
て
、
同
字
で
の
比
較
図
を
作
成
し

た
の
が
図
Ｂ
で
あ
る
。
作
成
に
当
た
っ
て
は
多
く
の
刻
法
が
関
与
し
た
文
字
順

に
し
た
が
、
関
与
し
た
刻
法
が
三
種
し
か
な
い
末
三
者
「
波
・
上
・
並
・
寵
」

の
空
欄
を
利
用
し
て
、「
悼
・
君
・
代
・
祖
」
の
四
字
（
い
ず
れ
も
二
種
の
刻
法
）

も
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。

　

こ
こ
で
、
右
の
計
三
類
九
種
の
各
特
徴
を
、
類
ご
と
に
簡
単
の
述
べ
て
お
き

た
い
。

《
Ⅰ
類
》
三
類
の
な
か
で
は
、
欧
陽
通
の
名
碑
「
道
因
法
師
碑
」
の
書
風
と
の

類
似
要
素
が
も
っ
と
も
多
く
認
め
ら
れ
る
。「
道
因
法
師
碑
」
の
書
風
は
、
父

欧
陽
詢
の
書
法
を
根
底
と
す
る
が
、
欧
陽
詢
の
冷
徹
な
ほ
ど
に
三
過
折
の
合
理

性
を
極
め
て
簡
素
化
を
図
っ
た
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
る
険
し
さ
と
は
異
な
り
、
起

筆
収
筆
が
大
ぶ
り
で
あ
る
な
ど
、
総
じ
て
運
筆
の
気
配
が
露
わ
で
あ
る
。
角
井

博
氏
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、「
父
に
比
し
峻
気
は
得
て
い
る
が
、
質
厚
勁
健
な

大
ら
か
さ
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
用
筆
・
結
体
が
欧
陽
詢
の
楷
書
と
違
っ
て
勢

い
を
外
に
表
し
、
一
見
派
手
に
見
え
る
が
、
雅
調
質
樸
な
風
懐
に
乏
し
い
。」

（
中
国
書
法
ガ
イ
ド
37
法
書
ガ
イ
ド
）
こ
の
「
道
因
法
師
碑
」
の
用
筆
を
も
っ
と

も
具
現
化
し
て
い
る
の
が
Ⅰ
類
、
な
か
で
も
ア
で
あ
り
イ
で
あ
る
。
エ
は
ア
イ
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［
図
Ｂ
］

ア　

Ⅰ
類

イ　

Ⅰ
類

ウ　

Ⅰ
類

エ　

Ⅰ
類

オ　

Ⅰ
類

カ　

Ⅱ
類

キ　

Ⅱ
類

ク　

Ⅲ
類

ケ　

Ⅲ
類
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ア　

Ⅰ
類

イ　

Ⅰ
類

ウ　

Ⅰ
類

エ　

Ⅰ
類

オ　

Ⅰ
類

カ　

Ⅱ
類

キ　

Ⅱ
類

ク　

Ⅲ
類

ケ　

Ⅲ
類
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と
根
底
の
運
動
は
同
じ
で
あ
る
も
の
の
、
筆
画
が
痩
せ
て
繊
弱
で
あ
る
。
ま
た

ウ
は
ア
イ
エ
に
比
べ
て
、
露
わ
な
筆
勢
が
軽
減
さ
れ
、
オ
は
い
っ
そ
う
軽
減
さ

れ
て
い
る
。

《
Ⅱ
類
》
重
心
を
極
度
に
低
く
す
る
結
構
か
ら
か
ろ
う
じ
て
欧
陽
通
の
書
と
知

ら
れ
る
も
の
の
、
筆
勢
だ
け
で
は
な
か
な
か
思
い
至
り
難
い
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
ほ
ど
に
、「
道
因
法
師
碑
」
の
筆
勢
と
乖
離
し
て
い
る
。
カ
キ
と
も

に
Ⅰ
類
に
顕
著
に
認
め
ら
れ
た
筆
勢
の
露
わ
な
起
筆
が
、
Ⅱ
類
で
は
影
を
潜
め

て
簡
素
で
あ
り
（
例
え
ば
図
Ｂ
の
之
・
年
・
其
・
上
な
ど
の
長
横
画
）、
Ⅰ
類
で
は

突
き
ね
じ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
下
方
へ
抜
き
放
っ
た
り
す
る
収
筆
も
、
カ
キ
で

は
い
く
ぶ
ん
穏
や
か
で
あ
る
（
例
え
ば
図
Ｂ
の
軍
・
年
・
生
・
事
・
並
な
ど
の
長

横
画
）。
ま
た
転
折
に
お
い
て
も
、
Ⅰ
類
で
は
折
れ
た
直
後
か
ら
背
勢
に
動
く

筆
勢
が
露
わ
で
あ
る
が
、
Ⅱ
類
で
は
穏
や
か
で
あ
る
（
例
え
ば
図
Ｂ
の
兼
・
而
・

内
・
泉
な
ど
）。
そ
れ
ば
か
り
か
、
筆
画
の
質
も
Ⅰ
類
と
は
異
な
り
、
な
か
で

も
カ
で
は
と
く
に
竪
画
に
肉
が
付
い
て
、
後
世
の
顔
法
（
カ
は
顔
法
の
筋
骨
は

な
く
、
ク
は
生
硬
で
あ
る
が
）
を
想
起
さ
せ
る
ほ
ど
で
あ
る
（
例
え
ば
図
Ｂ
の
年
・

為
・
内
・
悼
・
君
な
ど
）。

《
Ⅲ
類
》
ク
と
ケ
の
区
分
に
は
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
両
者
の
境
界
を
誤
っ

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
稿
者
の
観
察
で
は
奏
刀
の
錬
度
に
お
い
て
ク
が
ケ

に
勝
っ
て
お
り
、
ケ
は
そ
の
分
、
筆
画
に
安
定
感
が
な
く
、
ま
た
い
っ
そ
う
生

硬
で
あ
る
。
ま
た
ク
は
Ⅱ
類
の
キ
と
も
類
似
す
る
が
、
ク
に
は
顔
法
を
想
起
す

る
要
素
が
な
い
（
例
え
ば
図
Ｂ
の
兼
・
書
・
年
な
ど
）。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
三
類

中
も
っ
と
も
欧
陽
詢
筆
法
を
体
現
し
て
い
る
（
例
え
ば
図
Ｂ
の
国
・
年
・
内
・

事
・
泉
・
祖
な
ど
）。
無
論
、
筆
画
は
痩
せ
て
欧
陽
詢
書
の
九
成
宮
醴
泉
銘
や
化

度
寺
邕
禅
師
塔
銘
に
う
か
が
え
る
「
婉
潤（
７
）」「
剛
柔
内
含（
８
）」
の
一
面
か
ら
は
遠

く
、
ま
た
険
峭
の
程
度
に
お
い
て
も
遠
く
及
ば
な
い
が
、
Ⅰ
類
ア
に
み
る
よ
う

な
派
手
な
筆
勢
を
排
除
し
、
簡
素
で
合
理
的
な
筆
法
を
刻
出
し
て
い
る
。

　

以
上
の
三
類
九
種
の
刻
法
の
混
在
状
態
は
、「
泉
男
生
墓
誌
」
の
布
置
に
従

っ
た
釈
文
に
、
類
ご
と
に
そ
の
各
種
刻
法
の
分
布
を
図
示
し
た
図
Ｃ
１
～
３
の

と
お
り
で
あ
る
。
九
種
の
当
該
誌
に
お
け
る
分
布
の
こ
の
状
態
は
、
稿
者
が
こ

れ
ま
で
提
示
し
て
き
た
北
朝
誌
、
隋
誌
、
隋
唐
碑
の
例
に
漏
れ
ず
、
き
わ
め
て

無
秩
序
で
あ
り
、
泉
男
生
墓
誌
固
有
の
状
態
で
は
な
い
。
一
般
的
に
見
ら
れ
る

こ
の
無
秩
序
な
混
在
状
態
か
ら
も
、
九
種
の
風
が
混
在
す
る
原
因
を
、
欧
陽
通

の
多
様
な
筆
法
に
も
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
自
明
で
、
筆
者
の
相
違

（
当
該
誌
の
場
合
は
、
代
筆
と
の
途
中
交
替
あ
る
い
は
、
複
数
の
代
筆
に
よ
る
揮
毫
）

か
ら
生
じ
た
可
能
性
も
な
い
。
す
な
わ
ち
、
刻
者
の
奏
刀
の
相
違
、
換
言
す
れ

ば
、
刻
法
の
相
違
に
起
因
す
る
。

　

図
Ｃ
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
を
加
え
て
お
き
た
い
。
図
Ｃ
の
１
～
３
は
、
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ
の
類
ご
と
に
各
刻
法
の
分
布
域
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
類
中
も
っ

と
も
広
域
に
分
布
す
る
の
が
Ⅰ
類
で
、
そ
の
様
子
は
図
Ｃ
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
、
Ⅰ
類
中
も
っ
と
も
広
域
に
分
布
す
る
の
は
ア
で
、
前
半
に
あ
っ
て
は
各
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［
図
Ｃ
］
１　

Ⅰ
類
五
種
の
分
布

ア
：　
　
　
　
　

イ　
　
　
　
　

ウ　
　
　
　
　

エ　
　
　
　
　

オ

［
図
Ｃ
］
２　
　

Ⅱ
類
二
種
の
分
布

カ
：　
　
　
　
　

キ
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行
中
央
付
近
を
、
後
半
に
あ
っ
て
は
下
半
を
中
心
に
分
布
し
、
イ
ウ
エ
オ
は
そ

れ
ぞ
れ
ア
と
接
続
し
て
い
る
。

　

Ⅱ
類
は
カ
キ
と
も
に
、
一
部
を
除
い
て
上
辺
部
に
集
中
し
、
上
辺
部
に
お
い

て
は
カ
キ
は
一
体
化
し
て
い
る
が
、
上
辺
部
以
外
で
は
キ
は
カ
よ
り
も
広
範
囲

に
散
在
す
る
。
た
だ
し
先
述
し
た
と
お
り
、
カ
キ
の
区
分
に
難
し
い
と
こ
ろ
が

あ
る
。
そ
れ
は
Ⅱ
類
に
は
練
度
が
カ
キ
の
中
間
に
あ
る
第
三
者
が
さ
ら
に
介
在

す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
一
体
化
の
要
素
が
希
薄
に
み

え
る
の
も
こ
れ
が
原
因
で
あ
る
可
能
性
も
含
め
、
課
題
は
多
い
。

　

Ⅲ
類
の
ほ
と
ん
ど
は
前
半
の
下
半
に
分
布
し
、
四
〇
字
未
満
が
後
半
上
半
に

散
在
す
る
。
Ⅲ
類
の
多
く
は
ク
が
占
め
、
ケ
は
前
半
下
半
の
間
隙
と
そ
の
上
方

に
見
え
る
程
度
で
、
ク
ケ
の
一
体
性
も
無
く
は
な
い
が
、
Ⅰ
類
に
比
べ
る
と
そ

の
要
素
は
希
薄
で
あ
る
。

　

以
上
の
と
お
り
、
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
各
類
に
は
濃
度
に
差
異
が
あ
る
も
の
の
、
類
ご
と

に
一
定
程
度
の
一
体
性
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
分
布
図
に
一
定
の
精
度
を
認
め

う
る
な
ら
ば
、
刻
法
伝
授
に
お
け
る
な
に
が
し
か
の
関
係
─
す
な
わ
ち
旧
稿
で

示
唆
し
た
刻
派
─
が
複
数
介
在
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

二
　
筆
法
に
先
行
す
る
刻
法
の
可
能
性

　

す
で
に
見
て
き
た
と
お
り
、「
道
因
法
師
碑
」
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
多
い
Ⅰ

類
の
刻
法
は
、
欧
陽
通
書
法
を
も
っ
と
も
具
現
化
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

［
図
Ｃ
］
３　
　

Ⅲ
類
二
種
の
分
布

ク
：　
　
　
　
　

ケ
：
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仮
に
こ
の
類
推
が
正
鵠
を
得
て
い
る
と
す
る
と
、
残
る
Ⅱ
Ⅲ
類
は
欧
陽
通
書
法

と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

図
Ｄ
の
右
列
は
Ⅱ
類
、
左
列
は
Ⅲ
類
の
各
特
色
を
象
徴
す
る
字
跡
を
精
選
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
図
Ｄ
に
顕
著
な
と
お
り
、
両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
刻
出
し
た

書
法
は
ま
っ
た
く
相
容
れ
ず
、
そ
の
程
度
は
、
石
刻
で
な
け
れ
ば
一
件
の
書
作

中
に
並
存
す
る
こ
と
さ
え
許
さ
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
唐
代
に
お
け
る
刻
者
の
奏
刀
は
、
原
稿
で
あ
る
筆
者
の
筆
法
に

ど
こ
ま
で
準
拠
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
。
稿
者
が
十
数
年
、
北
朝
か
ら
隋
に
わ

た
る
墓
誌
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
、
刻
法
と
筆
法
の
関
係
を
総
括
し
て
い
え

ば
、
原
稿
で
あ
る
筆
跡
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
す
る
意
識
は
、
一
般
に
希
薄
で
あ

る
。
こ
れ
を
も
う
少
し
正
確
に
い
う
な
ら
ば
、
筆
跡
の
結
構
は
刻
者
を
一
定
程

度
拘
束
す
る
様
子
で
は
あ
る
が
、
筆
法
は
刻
者
を
ほ
と
ん
ど
拘
束
し
な
い
か
の

よ
う
で
あ
る
。
中
に
は
筆
跡
の
結
構
に
も
ま
っ
た
く
従
属
す
る
こ
と
の
な
い
強

い
自
律
性
を
具
え
た
刻
法
も
あ
り
、
そ
の
自
律
的
刻
法
が
時
空
を
越
え
て
伝
播

す
る
事
例
も
あ
る
。
こ
の
筆
跡
と
刻
法
と
の
関
係
を
、
唐
代
名
家
の
手
書
に
か

か
る
碑
誌
に
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
に
は
、
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
い
が
、
三
類

間
に
認
め
ら
れ
る
筆
法
の
相
違
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
道
因
法
師
碑
」
と
通
ず
る

と
こ
ろ
が
多
い
Ⅰ
類
は
と
も
か
く
、
Ⅱ
類
と
Ⅲ
類
の
刻
法
に
比
較
的
自
律
性
が

あ
る
と
み
る
こ
と
は
、
決
し
て
無
理
で
は
な
い
。

　

図
Ｄ
に
も
明
白
な
と
お
り
、
Ⅲ
類
は
欧
陽
詢
書
法
を
具
現
し
て
い
る
か
の
よ

う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ⅲ
類
の
刻
者
は
、「
泉
男
生
墓
誌
」
に
先
行
し
て

行
わ
れ
て
い
た
欧
陽
詢
書
法
（
あ
る
い
は
そ
の
源
流
か
、
欧
法
の
影
響
下
に
あ
る

類
似
書
法
）
を
刻
出
す
る
こ
と
で
奏
刀
を
鍛
錬
し
て
き
た
か
、
欧
陽
詢
風
を
刻

出
す
る
刻
法
を
継
承
し
た
刻
者
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
み
る
の
が
自
然
で
あ

る
。

　

し
か
し
、
後
世
の
顔
法
を
想
起
さ
せ
る
Ⅱ
類
の
存
在
は
ど
の
よ
う
に
考
え
れ

ば
よ
い
の
か
。
い
う
ま
で
も
な
く
、「
泉
男
生
墓
誌
」
は
、
儀
鳳
四
年
（
六七九）

正
月
に
病
歿
し
た
墓
主
を
同
年
（
調
露
に
改
元
）
十
二
月
に
埋
葬
す
る
ま
で
の

［
図
Ｄ
］　　

右
：
Ⅱ
類　
　

左
：
Ⅲ
類
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間
の
刻
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
顔
真
卿
（
七〇九～
七八五）
の
早
期
の
書
で
あ
る

王
琳
墓
誌
は
開
元
二
九
年
（
七四一）、
郭
虚
己
墓
誌
は
天
宝
九
年
（
七五〇）、
多
宝

塔
碑
は
天
宝
一
一
年
（
七五二）
で
あ
り
、「
泉
男
生
墓
誌
」
よ
り
も
六
、
七
十
年

後
で
あ
り
、
顔
真
卿
の
生
年
を
三
十
年
も
遡
る
。

　

Ⅱ
類
の
刻
手
が
後
世
の
顔
法
ら
し
き
風
を
刻
出
す
る
理
由
と
し
て
考
え
う
る

仮
説
は
、
次
の
四
者
に
収
斂
す
る
で
あ
ろ
う
。

１　

欧
陽
通
書
法
中
の
潜
伏
要
素
で
あ
る
可
能
性

欧
陽
通
書
法
中
に
、
す
で
に
後
世
の
顔
法
的
要
素
が
潜
伏
し
て
あ
り
、
そ
の

要
素
が
Ⅱ
類
の
刻
者
に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
具
現
化
さ
れ
た
。

２　

旧
法
の
継
承
者
に
よ
る
表
現
で
あ
る
可
能
性

顔
法
の
淵
源
の
可
能
性
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
北
朝
末
の
大
字
刻
経

摩
崖
や
隋
の
曹
植
廟
碑
・
章
仇
禹
生
等
造
像
記
な
ど
の
筆
法
を
表
現
す
る
刻

法
を
継
承
し
て
い
る
旧
派
の
刻
者
で
あ
る
。

３　

顔
法
が
顔
真
卿
に
始
ま
ら
な
い
可
能
性

い
わ
ゆ
る
顔
法
の
創
始
は
顔
真
卿
で
は
な
く
、「
泉
男
生
墓
誌
」
当
時
に
す

で
に
行
わ
れ
て
い
た
筆
法
あ
る
い
は
刻
法
で
あ
り
、
Ⅱ
類
の
刻
者
は
そ
の
顔

法
を
刻
出
す
る
刻
法
を
祖
述
し
て
い
た
。

４　

筆
跡
と
刻
者
と
に
よ
る
第
三
表
現
で
あ
る
可
能
性

筆
法
を
具
現
し
た
表
現
で
も
な
く
、
ま
た
筆
法
に
従
属
し
な
い
自
律
的
刻
法

に
よ
る
表
現
で
も
な
く
、
Ⅱ
類
の
刻
者
が
祖
述
し
て
き
た
刻
法
を
も
っ
て
欧

陽
通
の
筆
跡
を
再
現
し
よ
う
と
し
た
際
に
生
じ
た
、
第
三
の
表
現
（
新
表

現
）
で
あ
る
。

右
の
各
仮
説
の
根
拠
と
問
題
点
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
ろ
う
。

　

１
は
、「
道
因
法
師
碑
」
に
も
「
泉
男
生
墓
誌
」
Ⅰ
類
中
に
も
、
横
画
の
収

筆
部
に
、
筆
鋒
を
起
立
さ
せ
る
捻
筆
（
の
表
現
）
に
よ
る
こ
ぶ
状
の
形
状
が
あ

る
。
ま
た
顔
真
卿
早
年
期
の
欧
法
が
見
え
隠
れ
す
る
郭
虚
己
墓
誌
や
多
宝
塔
碑

に
は
、「
道
因
法
師
碑
」
と
の
類
似
要
素
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
Ⅱ

類
の
刻
手
が
潜
伏
す
る
要
素
を
増
幅
し
た
可
能
性
は
十
分
に
認
め
ら
れ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
ら
早
年
期
の
顔
法
の
竪
画
に
は
Ⅱ
類
の
よ
う
な
肉
が
な
い
。
顔
法

を
想
起
さ
せ
る
Ⅱ
類
の
肉
は
、
む
し
ろ
顔
勤
礼
碑
の
よ
う
で
あ
っ
て
顔
法
完
成

期
の
そ
れ
に
近
い
。

　

２
は
、
北
朝
末
の
大
字
刻
経
摩
崖
や
隋
の
曹
植
廟
碑
・
章
仇
禹
生
等
造
像
記

な
ど
に
は
Ⅱ
類
の
同
様
の
肉
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
碑
刻
に
は
肉

と
同
時
に
燕
尾
や
牛
頭
や
蟹
爪
と
い
っ
た
特
異
な
筆
勢
が
併
存
す
る
が
、
Ⅱ
類

に
は
肉
以
外
に
そ
れ
ら
要
素
が
一
切
な
く
、
ま
た
、
そ
れ
ら
諸
刻
が
も
つ
特
異

な
風
趣
が
な
い
。

　

３
は
、
改
め
て
精
査
し
て
は
い
な
い
が
、
仮
説
の
根
拠
と
な
る
碑
刻
や
筆
跡

の
存
在
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。

　

４
は
、
以
下
の
と
お
り
一
定
の
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。
原
稿
で
あ
る
筆
跡

に
忠
実
に
鐫
刻
す
る
の
が
刻
者
の
当
為
で
あ
る
と
い
う
価
値
観
は
古
く
は
通
用
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し
が
た
い
。
こ
の
こ
と
は
、
図
Ａ
１
～
９
間
の
相
違
や
図
Ｄ
の
対
比
図
を
も
っ

て
し
て
自
明
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
Ⅰ
～
Ⅲ
の
各
類
に
属
す
る
各
刻
法
間
、
す
な

わ
ち
同
じ
筆
法
を
同
類
の
刻
法
に
よ
っ
て
刻
出
し
よ
う
と
す
る
刻
者
間
に
も
相

応
の
相
違
が
あ
る
。
刻
者
の
間
に
は
、
祖
述
す
る
刻
法
の
習
熟
度
が
異
な
る
よ

う
に
、
筆
跡
へ
の
従
属
度
（
あ
る
い
は
、
筆
跡
に
対
す
る
刻
法
の
自
律
性
の
程
度
）

に
も
一
定
の
相
違
が
あ
っ
て
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
ひ
と
つ
の
筆
跡

を
複
数
の
刻
者
が
刻
す
る
際
に
は
、
同
類
の
刻
法
下
に
お
い
て
も
、［
筆
法
+

刻
法
］
の
混
合
具
合
に
相
違
が
生
じ
る
。
こ
の
原
理
に
よ
れ
ば
、
後
世
の
顔
法

を
想
起
さ
せ
る
第
三
表
現
が
発
生
し
た
可
能
性
は
十
分
に
想
定
で
き
、
上
記
の

１
～
３
が
否
定
さ
れ
る
と
き
、
こ
の
仮
説
は
も
っ
と
も
蓋
然
性
を
具
え
る
こ
と

に
な
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
明
ら
か
に
し
え
た
こ
と
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

一　

名
家
欧
陽
通
の
書
に
か
か
る
「
泉
男
生
墓
誌
」
に
も
、
多
く
の
刻
法
が
混

在
し
、
そ
の
各
刻
法
が
そ
れ
ぞ
れ
の
書
風
を
刻
出
し
た
結
果
、
該
誌
に
は
多

種
の
書
法
が
混
在
す
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
見
過
ご
さ
れ
て

き
た
こ
と
で
あ
る
。

二　

現
時
点
で
稿
者
が
検
出
し
分
類
し
え
た
刻
法
は
、
三
類
九
種
（
お
そ
ら
く

九
人
の
）
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も
な
お
複
数
の
刻
者
が
参
画
し
て
い
る
こ

と
は
確
実
で
あ
る
。

三　

三
類
は
、
類
ご
と
に
濃
淡
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
刻
出
す
る
書
法
の
類
似

性
や
各
刻
法
の
分
担
領
域
に
一
体
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く

各
類
に
属
す
る
各
刻
法
間
に
は
何
ら
か
の
関
係
（
刻
派
）
が
あ
る
と
見
ら
れ

る
。

四　

三
類
中
も
っ
と
も
多
く
を
占
め
る
の
が
Ⅰ
類
（
五
種
の
刻
法
）
で
あ
り
、

そ
の
五
種
の
刻
法
そ
れ
ぞ
れ
が
刻
出
す
る
書
法
は
、
他
の
二
類
よ
り
も
欧
陽

通
の
「
道
因
法
師
碑
」
に
通
ず
る
要
素
が
多
い
。
こ
の
観
察
を
踏
ま
え
れ
ば
、

欧
陽
通
書
法
を
も
っ
と
も
具
現
し
て
い
る
の
は
Ⅰ
類
と
考
え
ら
れ
る
。

五　

三
類
中
の
Ⅱ
類
は
、
後
世
の
顔
法
を
想
起
さ
せ
る
書
法
を
刻
出
し
、
Ⅲ
類

は
欧
陽
通
の
父
欧
陽
詢
の
書
法
を
具
現
す
る
要
素
が
濃
厚
で
あ
る
。

六　

し
た
が
っ
て
Ⅲ
類
の
刻
手
は
、
欧
陽
詢
書
法
（
あ
る
い
は
そ
の
源
流
か
、

欧
法
の
影
響
下
に
あ
る
類
似
書
法
）
を
刻
出
す
る
こ
と
で
奏
刀
を
鍛
錬
し
て
き

た
か
、
欧
陽
詢
風
を
刻
出
す
る
刻
法
を
継
承
し
た
刻
手
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
七　

一
方
、
Ⅱ
類
の
刻
手
が
な
ぜ
顔
法
を
想
起
さ
せ
る
刻
を
刻
出
し
え
た
か
に

つ
い
て
は
、
お
よ
そ
①
欧
陽
通
書
法
中
の
潜
伏
要
素
で
あ
る
可
能
性
、
②
旧

法
の
継
承
者
に
よ
る
表
現
で
あ
る
可
能
性
、
③
顔
法
が
顔
真
卿
に
始
ま
ら
な

い
可
能
性
の
三
つ
の
仮
説
の
ほ
か
に
、
④
筆
跡
と
刻
者
と
に
よ
る
第
三
表
現

で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、［
筆
法
+
刻
法
］
の
混
合
の
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具
合
に
よ
っ
て
、
筆
法
の
忠
実
な
具
現
で
も
、
ま
た
筆
法
に
従
属
し
な
い
刻

者
の
自
律
的
表
現
で
も
な
い
、
第
三
の
表
現
（
新
表
現
）
と
し
て
発
生
し
た

可
能
性
が
想
定
で
き
る
。

「
泉
男
生
墓
誌
」
は
、
顔
真
卿
（
七〇九～
七八五）
の
早
期
の
王
琳
墓
誌
、
郭
虚
己

墓
誌
、
多
宝
塔
碑
よ
り
も
六
、
七
十
年
前
に
位
置
し
、
顔
真
卿
の
生
年
を
三
十

年
遡
る
。
こ
の
事
実
を
踏
ま
え
て
図
Ｄ
の
右
列
（
す
な
わ
ち
Ⅱ
類
）
が
刻
出
し

た
書
風
を
眺
め
る
と
き
、
欧
陽
通
書
法
に
潜
伏
す
る
後
世
の
顔
法
要
素
（
仮
説

①
）
が
一
因
と
な
っ
た
可
能
性
を
含
め
、
筆
法
に
先
行
し
て
刻
法
が
発
生
す
る

可
能
性
（
仮
説
④
）
が
排
除
で
き
な
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
よ
う
。

�

（
二〇一四・

九・

一五）

　

注
１　

主
と
し
て
「
北
魏
墓
誌
の
鐫
刻
に
つ
い
て
」
大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所

「
大
東
書
道
研
究
」
第
七
号
（
一九九九）
以
降
、「
北
魏
墓
誌
の
刻
と
工
房
─
李
媛

華
墓
誌
と
元
子
直
墓
誌
に
つ
い
て
─
」
書
学
書
道
史
学
会
（
書
学
書
道
史
論
叢
二

〇一一）
ま
で
の
各
拙
稿
七
件

２　
「
碑
に
お
け
る
刻
法
の
混
在
─
寧
贙
碑
・
孟
法
師
碑
の
場
合
─
」
淑
徳
大
学

書
学
文
化
セ
ン
タ
ー
「
書
学
文
化
」
第
一
五
号
（
二〇一四）

３
「
北
魏
楊
鈞
墓
誌
の
書
法
と
刻
法
─
特
徴
あ
る
刻
法
［001

］
を
中
心
に
─
」

大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
「
大
東
書
道
研
究
」
第
一
八
号
（
二〇一一）、 「
北
朝

墓
誌
に
み
る
刻
法
の
伝
播
─
特
定
刻
法
［002

］
に
つ
い
て
─
」 

同
上
第
二
〇

号
（
二〇一三）、「
北
朝
墓
誌
に
み
る
刻
法
の
伝
播
─
特
定
刻
法
［003

］
に
つ
い

て
─
」
同
上
第
二
一
号
（
二〇一四）

４　

注
３
所
掲
拙
稿
二〇一一、
二〇一三、
及
び
「
石
刻
に
お
け
る
刻
派
の
形
影
、
及
び

書
法
に
先
行
す
る
刻
法
の
可
能
性
─
北
朝
墓
誌
中
の
伝
播
す
る
特
定
刻
法
に
即

し
て
─
」（『
大
東
文
化
大
学
創
立
九
十
周
年
・
中
国
社
会
科
学
院
文
学
研
究
所
六
十

周
年
記
念
国
際
学
術
論
文
集
』
二〇一五刊
行
予
定
）

５　

陶
北
溟
が
転
売
し
よ
う
と
し
た
の
を
張
鳳
台
が
千
元
で
回
収
し
た
話
は
、

『
河
南
図
書
館
蔵
石
目
』
に
記
さ
れ
る
。

６　

癸
亥
歳
（
一九二三）
開
封
出
土
は
、
誤
認
で
あ
る
。
出
土
後
に
洛
陽
か
ら
省
政

府
の
所
在
地
で
あ
っ
た
開
封
に
運
ば
れ
、
河
南
金
石
編
纂
処
に
保
管
さ
れ
た
の

ち
、
さ
ら
に
河
南
図
書
館
に
移
さ
れ
た
。

７　

信
本
書
太
傷
痩
倹
、
古
法
小
変
、
独
醴
泉
銘
遒
勁
之
中
、
不
失
婉
潤
、
尤
為

合
作
爾
。（
明
・
王
世
貞
『
芸
苑
巵
言
』）

８　

涿
鹿
馮
銓
謂
虞
則
内
含
剛
柔
、
欧
則
外
露
筋
骨
。
君
子
藏
器
、
以
虞
為
優
。

此
言
非
也
。
欧
亦
剛
柔
内
含
、
学
欧
而
不
得
其
筆
、
乃
有
露
骨
之
病
、
学
虞
而

不
得
其
筆
、
又
豈
無
肉
重
之
失
耶
。（
清
・
呉
徳
旋
『
初
月
樓
論
書
隨
筆
』）

（
附
記
）　

本
稿
の
入
稿
後
、「
道
因
法
師
碑
に
お
け
る
刻
法
の
混
在
と
混
在
状
態

が
提
起
す
る
新
た
な
論
点
」（
書
論
編
集
室
『
書
論
』
第
四
十
一
号
収
録
予
定
）
を

執
筆
し
た
。
欧
陽
通
の
い
ま
一
つ
の
書
で
あ
る
同
碑
に
混
在
す
る
刻
法
の
中
に
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も
、
比
較
的
、
欧
陽
詢
書
法
の
要
素
が
濃
厚
な
類
が
あ
る
。
本
稿
で
み
た
刻
法

Ⅲ
類
二
種
と
は
別
手
で
あ
る
が
、
刻
法
Ⅲ
類
二
種
の
存
在
を
考
え
る
う
え
で
見

過
ご
し
難
い
も
の
と
考
え
る
。


